
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   

   

 

       

 

       

 

 
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： (無 )
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年２月期第１四半期の連結業績（平成24年３月１日～平成24年５月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年２月期第１四半期 4,111 89.6 311 ― 311 ― 296 ―
24年２月期第１四半期 2,168 ― △13 ― △10 ― △9 ―

(注) 包括利益 25年２月期第１四半期 296百万円( ―％) 24年２月期第１四半期 △9百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年２月期第１四半期 19.72 ―
24年２月期第１四半期 △0.62 ―

四半期連結経営成績に関する注記
１．当社は、平成24年２月期より決算期を３月20日から２月末日に変更しております。これに伴い、平成25年２月期

第１四半期の対前年同四半期増減率は、平成24年２月期第１四半期(３月21日から６月20日まで)と比較し記載し
ております。

２．当社は、平成22年10月５日付で株式会社日商インターライフより単独株式移転の方式にて設立されたため、平成
24年２月期第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年２月期第１四半期 4,911 2,855 58.1
24年２月期 4,648 2,559 55.1

(参考) 自己資本 25年２月期第１四半期 2,855百万円 24年２月期 2,559百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年２月期 ―

25年２月期(予想) 0.00 ― 2.00 2.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年２月期の連結業績予想（平成24年３月１日～平成25年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,000 43.0 380 222.0 370 210.9 340 300.0 22.64
通期 11,700 24.1 400 119.8 390 120.3 350 207.0 23.31

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想に関する注記
当社は、平成24年２月期より決算期を３月20日から２月末日に変更しております。これに伴い、増減率について

は、第２四半期(累計)は、平成24年２月期第２四半期(累計)(３月21日から９月20日まで)と比較し、通期は平成24年
２月期(３月21日から２月29日まで)と比較し記載しております。



  

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年２月期１Ｑ 15,015,129株 24年２月期 15,015,129株

② 期末自己株式数 25年２月期１Ｑ 79株 24年２月期 79株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年２月期１Ｑ 15,015,050株 24年２月期１Ｑ 15,015,050株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。

・当社は、持株会社であり、その業績は主にグループ会社間の内部取引によるものとなるため、個別業績及び個別業
績予想の開示は省略しております。
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 当第１四半期連結累計期間(平成24年３月１日～平成24年５月31日)におけるわが国経済は、景気が

緩やかに持ち直しつつあるものの、長引く円高や欧州の財政危機による世界経済の不透明感などか

ら、雇用・所得環境は改善せず、景気の先行きは依然として厳しい状況で推移いたしました。 

 当社グループの主要顧客である飲食・アミューズメント業界におきましては、前年に比べ業績は回

復基調で推移しておりますが、電力供給問題、雇用情勢の悪化懸念など、設備投資を抑制させる要因

は払拭されず、先行き不透明な状況が続いております。 

 このような状況のもと、当社グループ(当社及び連結子会社)におきましては、震災の影響で一時的

に売上が減少した前年同期に比べ、春先の繁忙期に積極的な集中営業を行ったことなどにより、お得

意先の改装需要の増加を捉え、売上高は増加基調で推移いたしました。 

 また、新しく策定した中期経営計画「 V-Challenge  変革の３C 」を推進し、社員の意識改革を図

るための取り組みを徹底いたしました。  

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,111百万円(前年同四半期比89.6％増)、営業利益

311百万円(前年同四半期は13百万円の営業損失)、経常利益311百万円(前年同四半期は10百万円の経常

損失)、四半期純利益296百万円(前年同四半期は9百万円の四半期純損失)となりました。       

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

（内装工事事業） 

 主力事業であります内装工事事業におきましては、子会社の株式会社日商インターライフが展開して

おり、当事業は、専業工事業務と総合工事業務により構成されております。 

 内装工事事業の売上高は2,105百万円(前年同四半期比104.2％増)となりました。  

 専業工事業務におきましては、工事案件の選別と与信管理の徹底を図りました。同社の強みである下

地工事(軽鉄・不燃石膏ボード)が堅調に推移いたしました。 

 この結果、専業工事業務の売上高は759百万円(前年同四半期比33.4％増)となりました。 

 総合工事業務におきましては、新設したパチンコホール専門部署の企画提案力強化に注力し、アミュ

ーズメント施設の店舗改装工事が順調に推移いたしました。 

 この結果、総合工事業務の売上高は1,346百万円(前年同四半期比191.3％増)となりました。 

  

（情報通信事業） 

 情報通信事業におきましては、外部研修等により接遇・接客、商品説明力を強化するとともに、各種

集客キャンペーンが功を奏し、スマートフォンの販売を中心に売上は増加いたしました。 

 この結果、情報通信事業の売上高は567百万円(前年同四半期比24.9％増)となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（清掃・メンテナンス事業） 

 清掃・メンテナンス事業におきましては、震災後の需要を反映したパチンコホール向けの節電関連(照

明のLED化、空調機の取替え)工事等が堅調に推移するとともに、パチンコ店舗リニューアルに付随した

デジタルサイネージ設置工事が増加いたしました。 

 この結果、清掃・メンテナンス事業の売上高は725百万円(前年同四半期比133.1％増)となりました。 

  

（人材派遣事業） 

 人材派遣事業におきましては、新規派遣先の開拓に努めるとともに、主要得意先であるパチンコ店舗

の店舗リニューアル・新装オープンの増加に伴う派遣店員需要に対応、注力いたしました。 

 この結果、人材派遣事業の売上高は423百万円(前年同四半期比41.9％増)となりました。 

  

（広告代理事業） 

 広告代理事業におきましては、クライアントのブランド力強化に向けた企画提案および新規取引先の

開拓に注力いたしました。主要得意先であるパチンコ店舗のリニューアルオープンの増加により広告宣

伝の受注は堅調に推移いたしました。 

 この結果、広告代理事業の売上高は275百万円(前年同四半期比281.9％増)となりました。 

  

（不動産賃貸事業） 

 不動産賃貸事業におきましては、収益物件による賃貸収入は順調に推移しております。 

 この結果、不動産賃貸事業の売上高は12百万円となりました。 

  

(注) 当社は、平成24年２月期より決算期を３月20日から２月末日に変更しております。これに伴い、平成

25年２月期第１四半期の対前年同四半期増減率は、平成24年2月期第１四半期(３月21日から６月20日ま

で)と比較し記載しております。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて263百万円増加し、4,911百万円

となりました。これは、流動資産において、受取手形・完成工事未収入金等が538百万円増加し、未成

工事支出金が279百万円減少したことなどによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べて32百万円減少し、2,055百万円となりました。これは、固定負債

において、役員退職慰労引当金が21百万円減少したことなどによるものであります。 

純資産は、四半期純利益を計上したことなどにより前連結会計年度末に比べて296百万円増加し、

2,855百万円となりました。 

  

平成25年２月期の連結業績予想については、平成24年４月12日の「平成24年２月期決算短信[日本基

準]（連結）」発表時の業績予想から変更しております。本日発表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,256,638 1,268,315

受取手形・完成工事未収入金等 1,122,229 1,660,935

たな卸資産 111,426 78,046

未成工事支出金 573,650 293,665

その他 108,524 136,876

貸倒引当金 △54,345 △66,229

流動資産合計 3,118,123 3,371,609

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 897,292 883,144

減価償却累計額 △575,185 △568,868

建物・構築物（純額） 322,106 314,275

機械・運搬具 21,147 21,147

減価償却累計額 △20,817 △20,834

機械・運搬具（純額） 330 313

土地 597,822 597,775

その他 103,792 108,829

減価償却累計額 △79,799 △81,081

その他（純額） 23,992 27,747

有形固定資産合計 944,252 940,112

無形固定資産   

のれん 117,182 112,982

その他 209,983 214,077

無形固定資産合計 327,166 327,060

投資その他の資産   

投資有価証券 106,453 106,555

破産更生債権等 115,544 85,370

その他 184,535 199,612

貸倒引当金 △165,037 △134,863

投資その他の資産合計 241,495 256,674

固定資産合計 1,512,913 1,523,847

繰延資産 17,033 15,844

資産合計 4,648,070 4,911,301
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 794,682 758,422

短期借入金 418,000 516,000

1年内返済予定の長期借入金 34,320 34,320

未払法人税等 82,057 32,789

未成工事受入金 134,266 12,728

賞与引当金 56,487 58,747

完成工事補償引当金 2,761 3,744

その他 209,752 310,606

流動負債合計 1,732,327 1,727,358

固定負債   

長期借入金 188,520 179,940

退職給付引当金 66,741 67,933

役員退職慰労引当金 45,715 24,342

その他 55,433 56,294

固定負債合計 356,410 328,509

負債合計 2,088,738 2,055,868

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,500,000 2,500,000

資本剰余金 219,221 219,221

利益剰余金 △159,898 136,231

自己株式 △9 △9

株主資本合計 2,559,313 2,855,443

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18 △9

その他の包括利益累計額合計 18 △9

純資産合計 2,559,331 2,855,433

負債純資産合計 4,648,070 4,911,301
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第１四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

売上高 2,168,733 4,111,243

売上原価 1,761,727 3,352,538

売上総利益 407,006 758,705

販売費及び一般管理費 420,786 446,756

営業利益又は営業損失（△） △13,780 311,949

営業外収益   

受取利息 260 258

受取配当金 87 32

受取賃貸料 1,791 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 4,723

その他 6,682 1,347

営業外収益合計 8,822 6,361

営業外費用   

支払利息 3,676 6,185

その他 1,491 980

営業外費用合計 5,168 7,166

経常利益又は経常損失（△） △10,125 311,145

特別利益   

固定資産売却益 － 2,768

賞与引当金戻入額 7,034 －

役員退職慰労引当金戻入額 5,556 －

特別利益合計 12,590 2,768

特別損失   

固定資産除却損 4,200 414

特別損失合計 4,200 414

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,735 313,499

法人税、住民税及び事業税 12,912 32,789

法人税等調整額 △5,398 △15,419

法人税等合計 7,514 17,369

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,249 296,129

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,249 296,129
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成23年６月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△9,249 296,129

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △133 △27

その他の包括利益合計 △133 △27

四半期包括利益 △9,383 296,101

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,383 296,101

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成23年３月21日 至平成23年６月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項） 

 
(注）１．全社収益は、主にグループ会社からの経営指導料等であります。 

２．全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント

合計内装工事 
事業

情報通信
事業

清掃・メ
ンテナン 
ス事業

人材派遣
事業

広告代理
事業

不動産 
賃貸事業

売上高

  外部顧客への売上高 1,031,819 454,271 311,722 298,000 72,919 ― 2,168,733

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

3,453 ― 949 8,268 1,090 ― 13,760

計 1,035,272 454,271 312,671 306,268 74,009 ― 2,182,494

セグメント利益又は損失
(△)

△4,570 8,761 △2,973 △7,836 △5,071 ― △11,689

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △11,689

セグメント間取引消去 5,000

のれんの償却額 △3,553

全社収益（注）１ 43,198

全社費用（注）２ △46,734

四半期連結損益計算書の営業利益 △13,780
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当第１四半期連結累計期間（自平成24年３月１日 至平成24年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項） 

 
(注）１．全社収益は、主にグループ会社からの経営指導料等であります。 

２．全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

前第３四半期連結累計期間において、「その他」に含まれていた「不動産賃貸事業」については、

前連結会計年度において量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更して

おります。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメン

トの区分に基づき作成したものを開示しております。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

(単位：千円)

報告セグメント

合計内装工事 
事業

情報通信
事業

清掃・メ
ンテナン 
ス事業

人材派遣
事業

広告代理
事業

不動産 
賃貸事業

売上高

  外部顧客への売上高 2,105,823 567,349 725,671 423,827 275,971 12,600 4,111,243

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

28,591 ― 51,358 40,369 5,367 ― 125,687

計 2,134,414 567,349 777,029 464,197 281,339 12,600 4,236,931

セグメント利益 115,828 20,897 123,767 22,073 29,496 11,659 323,722

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 323,722

セグメント間取引消去 △95,490

のれんの償却額 △3,662

全社収益(注)１ 138,848

全社費用(注)２ △51,468

四半期連結損益計算書の営業利益 311,949

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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